
2021年 9月 5日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒23番（旧 152番） 

『聖なる聖なる聖なるかな』 

 

聖書⇒詩編 44:4節 

『先祖が自分の剣によって領土を取ったのでも／自分の腕の力によって勝利を得たのでもなく／あなた

の右の御手、あなたの御腕／あなたの御顔の光によるものでした。これがあなたのお望みでした。』 

 

礼拝讃美歌⇒337番（旧 31番） 

『知恵や力』 

 

聖書⇒イザヤ書 53:章（交読） 

『わたしたちの聞いたことを、誰が信じえようか。主は御腕の力を誰に示されたことがあろうか。 

乾いた地に埋もれた根から生え出た若枝のように／この人は主の前に育った。見るべき面影はなく／輝

かしい風格も、好ましい容姿もない。 

彼は軽蔑され、人々に見捨てられ／多くの痛みを負い、病を知っている。彼はわたしたちに顔を隠し／

わたしたちは彼を軽蔑し、無視していた。 

彼が担ったのはわたしたちの病／彼が負ったのはわたしたちの痛みであったのに／わたしたちは思って

いた／神の手にかかり、打たれたから／彼は苦しんでいるのだ、と。 

彼が刺し貫かれたのは／わたしたちの背きのためであり／彼が打ち砕かれたのは／わたしたちの咎のた

めであった。彼の受けた懲らしめによって／わたしたちに平和が与えられ／彼の受けた傷によって、わ

たしたちはいやされた。 

わたしたちは羊の群れ／道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。そのわたしたちの罪をすべて／

主は彼に負わせられた。 

苦役を課せられて、かがみ込み／彼は口を開かなかった。屠り場に引かれる小羊のように／毛を刈る者

の前に物を言わない羊のように／彼は口を開かなかった。 

捕らえられ、裁きを受けて、彼は命を取られた。彼の時代の誰が思い巡らしたであろうか／わたしの民

の背きのゆえに、彼が神の手にかかり／命ある者の地から断たれたことを。 

彼は不法を働かず／その口に偽りもなかったのに／その墓は神に逆らう者と共にされ／富める者と共に

葬られた。 

病に苦しむこの人を打ち砕こうと主は望まれ／彼は自らを償いの献げ物とした。彼は、子孫が末永く続

くのを見る。主の望まれることは／彼の手によって成し遂げられる。 

彼は自らの苦しみの実りを見／それを知って満足する。わたしの僕は、多くの人が正しい者とされるた



めに／彼らの罪を自ら負った。 

それゆえ、わたしは多くの人を彼の取り分とし／彼は戦利品としておびただしい人を受ける。彼が自ら

をなげうち、死んで／罪人のひとりに数えられたからだ。多くの人の過ちを担い／背いた者のために執

り成しをしたのは／この人であった。』 

 

礼拝讃美歌⇒98番（旧 187番） 

『馬槽の中に』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 22:14~20節 

『時刻になったので、イエスは食事の席に着かれたが、使徒たちも一緒だった。イエスは言われた。「苦

しみを受ける前に、あなたがたと共にこの過越の食事をしたいと、わたしは切に願っていた。言ってお

くが、神の国で過越が成し遂げられるまで、わたしは決してこの過越の食事をとることはない。」そして、

イエスは杯を取り上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。「これを取り、互いに回して飲みなさい。言

っておくが、神の国が来るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」

それから、イエスはパンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。「これ

は、あなたがたのために与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。」食

事を終えてから、杯も同じようにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血

による新しい契約である。』 

 

礼拝讃美歌⇒155番（旧 208番） 

『神の子羊は』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒創世記 45:1~15節 

『ヨセフは、そばで仕えている者の前で、もはや平静を装っていることができなくなり、「みんな、ここ

から出て行ってくれ」と叫んだ。だれもそばにいなくなってから、ヨセフは兄弟たちに自分の身を明か

した。ヨセフは、声をあげて泣いたので、エジプト人はそれを聞き、ファラオの宮廷にも伝わった。ヨ

セフは、兄弟たちに言った。「わたしはヨセフです。お父さんはまだ生きておられますか。」兄弟たちは

ヨセフの前で驚きのあまり、答えることができなかった。ヨセフは兄弟たちに言った。「どうか、もっと

近寄ってください。」兄弟たちがそばへ近づくと、ヨセフはまた言った。「わたしはあなたたちがエジプ

トへ売った弟のヨセフです。しかし、今は、わたしをここへ売ったことを悔やんだり、責め合ったりす

る必要はありません。命を救うために、神がわたしをあなたたちより先にお遣わしになったのです。こ

の二年の間、世界中に飢饉が襲っていますが、まだこれから五年間は、耕すこともなく、収穫もないで



しょう。神がわたしをあなたたちより先にお遣わしになったのは、この国にあなたたちの残りの者を与

え、あなたたちを生き永らえさせて、大いなる救いに至らせるためです。わたしをここへ遣わしたのは、

あなたたちではなく、神です。神がわたしをファラオの顧問、宮廷全体の主、エジプト全国を治める者

としてくださったのです。急いで父上のもとへ帰って、伝えてください。『息子のヨセフがこう言ってい

ます。神が、わたしを全エジプトの主としてくださいました。ためらわずに、わたしのところへおいで

ください。そして、ゴシェンの地域に住んでください。そうすればあなたも、息子も孫も、羊や牛の群

れも、そのほかすべてのものも、わたしの近くで暮らすことができます。そこでのお世話は、わたしが

お引き受けいたします。まだ五年間は飢饉が続くのですから、父上も家族も、そのほかすべてのものも、

困ることのないようになさらなければいけません。』さあ、お兄さんたちも、弟のベニヤミンも、自分の

目で見てください。ほかならぬわたしがあなたたちに言っているのです。エジプトでわたしが受けてい

るすべての栄誉と、あなたたちが見たすべてのことを父上に話してください。そして、急いで父上をこ

こへ連れて来てください。」ヨセフは、弟ベニヤミンの首を抱いて泣いた。ベニヤミンもヨセフの首を抱

いて泣いた。ヨセフは兄弟たち皆に口づけし、彼らを抱いて泣いた。その後、兄弟たちはヨセフと語り

合った。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 8:28節 

『神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、万事が益となるように共に働くと

いうことを、わたしたちは知っています。』 

 

聖書⇒使徒言行録 3:13～20節 

『アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神、わたしたちの先祖の神は、その僕イエスに栄光をお与え

になりました。ところが、あなたがたはこのイエスを引き渡し、ピラトが釈放しようと決めていたのに、

その面前でこの方を拒みました。聖なる正しい方を拒んで、人殺しの男を赦すように要求したのです。

あなたがたは、命への導き手である方を殺してしまいましたが、神はこの方を死者の中から復活させて

くださいました。わたしたちは、このことの証人です。あなたがたの見て知っているこの人を、イエス

の名が強くしました。それは、その名を信じる信仰によるものです。イエスによる信仰が、あなたがた

一同の前でこの人を完全にいやしたのです。ところで、兄弟たち、あなたがたがあんなことをしてしま

ったのは、指導者たちと同様に無知のためであったと、わたしには分かっています。しかし、神はすべ

ての預言者の口を通して予告しておられたメシアの苦しみを、このようにして実現なさったのです。だ

から、自分の罪が消し去られるように、悔い改めて立ち帰りなさい。こうして、主のもとから慰めの時

が訪れ、主はあなたがたのために前もって決めておられた、メシアであるイエスを遣わしてくださるの

です。』 

 

聖書⇒詩編 105:16～21節 

『主はこの地に飢饉を呼び／パンの備えをことごとく絶やされたがあらかじめひとりの人を遣わしてお

かれた。奴隷として売られたヨセフ。主は、人々が彼を卑しめて足枷をはめ／首に鉄の枷をはめること

を許された主の仰せが彼を火で練り清め／御言葉が実現するときまで。王は人を遣わして彼を解き放っ

た。諸国を支配する王が彼を自由の身にし彼を王宮の頭に取り立て／財産をすべて管理させた。』 



 

 

礼拝讃美歌⇒40番（旧 50番） 

『主イエスはわがため』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 


